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大庄屋三木家
の絵画
播州を東西に走る中国高速道と南北に走る播但自動車道が交差する福崎
インターで高速を下り、西北にしばらく行くと特産館「もちむぎのやかた」がある。もち麦麺をはじめ当地の特産ロ聞を販売する施設だが、そのほど近くに江戸時代以来の大庄屋三木家住宅がある。農地改革などで前庭の大部分を削られてしまったそうだが、元々播州一円で大きな勢力を保ち、秀吉に滅ぼされた英賀城主三木氏に縁のある家柄で、江戸中期には大圧屋として辻川と近在の郷村も合わせて管理地は一万石に及んだ また、三木家の近くには柳田園男記念館 あるが、三木家 民俗学者柳田園男が育った家としても有名である。
この大庄屋三木家に懐徳堂関連資料が遣されてい ことは、以前から知
られており、かねてより大阪大学懐徳堂センターから書籍等関連資料の調査およびご寄託をお願いしていた それが当主の御理解によって平成十六年に実現したのだが、この間の経緯 ついてはすでに「大庄屋三木 所蔵懐徳堂関連資料の 受け入れにつ て」(『懐億堂センター報二
OO
五 』
井上了記) 詳しく報告されている。
今回は平成十六年夏に二回に渡って行われた調査に基づき、三木家から
寄託を受けた絵画 ついて若干の報告を行うことにする。
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(作品解説赤木美智・吉井奈津江)
三木家の絵画資料は大きく二つに分けることができる。一つは、三木家
歴代の当主が自ら描いた、近世および近代の絵画である。もう一つは、三木家 代の当主が収集した文人画を中心とした近世絵画である。
前者には、
以下のような作品が含まれている。
三木通明「画帖」一帖(三二図)三木通深「山水図」二幅三木通深「山水図(模伊字九ご三木通済「画帖」一帖(一七図)三木通済「画帖」一帖ご二図)操山・煙津等「神崎十勝 」
qd  
マクリ三枚
一 巻
辻川に住してからの三木家は代々、播州平野を姫路へと流れ下る市川の
治水、両岸の新田開発に活躍した。四代有敬の元文二年(一七三七)には姫路藩から辻川組二十一か村の大庄屋に任じられ、そ 後八反団組二十二か村、山崎組十九か村の大庄屋も兼帯することになった。
六代通明(一七八二
1
一八四四)は、十一歳で懐徳堂に遊学し中井竹山
に学び、さらに龍野の儒者股野達軒に学んだ知識人であった。後に姫路藩
家老河合寸翁を助けて藩の財政再建に功績があったという。
通明を継いだ七代通深(一八二四
1
五七)は、八歳で画をよくしたとい
われ、幼少時より書画、詩文の才に優れ、多くの文人たちと交流した。大坂懐徳堂の並河寒泉や江戸昌平裳 林聖樫にも学んでいる。ま 、来舶清人伊字九に倣った「山水図」の書き入れなどから、画を浦上春琴(一七七九
1
一八四六)に直接習っていたことがわかる。
通深は三十四歳の若さで没したが、その後を継いだ八代通済(一八四八
i
一 九
O
一)も「画帖」に見るように書画に巧みな人物であり、明治十九
年の奥書を持つ「神崎十勝図」は藤野煙津など当地 文化人たちとの交遊を物語るものである。十一歳の松岡国男(後の柳田園男)を預かって育てたのもこ 通済
上記以外にも、三木幽雪・三木雅蔭といった三木家縁者の作品も寄託し
ていただいた。
さて、後者の三木家関係者以外の近世絵画であるが、その中には下記の
ような注目すべき作品が含まれる。
向陽子賛「神農・陶弘景・董奉図」三幅中林竹洞「春秋山水図」双幅島琴陵「鶴図」三幅回能村竹田「草虫図」回能村竹田「疎林平遠岡田米山人「君子一笑図」「神農・陶弘景・董奉図」三幅対の賛者向陽子は大学頭林鷲峰(一六一八
1
八
O )
であり、画家も十七世紀の江戸狩野の有力画人と目される。尾張
生まれの文人画家中林竹洞(一七六六
i
一八五三)の「春秋山水図」は保
存のよいもので、軽快な筆致、淡明な彩色がこの画家の特質をよく示している。十余年後 賛文が別幅で付属しており、画家自身の当地への逗留を予測させるものである。
島琴陵(一七八二
1
一八六二)は天保年間に姫路藩に招かれた長崎派の
絵師として知られ だけ 遺作も少ないが、この三幅対に描かれた鶴 精細な描写はこの画家の技量を十分に伝えるものである。竹田の「草虫図」と米山人の「君子一笑図」は、いずれも江戸時代を代表する文人画家 作品であり、主題的にも表現 面でもたいへん興味深い。
詳しくは研究科助手の赤木美智・博士前期課程学生の吉井奈津江両氏の
解説に譲るが、これらの三木家の所蔵品のほとんどが近代になってから収集されたもの はなく、同時代に入手されたものである点、たいへん貴重で あ る 。
( 奥 平 )
- 4 -
4 
可事~ J 
a 
〆!
拘唄
可
?
???????????
??
???
? ??
??』?
?? ? ?? ? ?
?
?
?
?
?
?????
????
『 ?
?????
????」
????? ??、???
??????
?
?
董奉図
?????????????。????????????
????????
。
??????????????????
?? 、 ????????????、??????? 。
??????? ????????? 。
??
?
?
??
??????????????????????
『??
?? ??』??????
??????。??、「?
」
??? ? ???、?????? っ? 「 ? 」? ? ?????? ??? ?? 、??? ? 。 、 。?? ??
、????????????
?? ? 、
?
?????????
?? ? ? 。「 」?? ? 、 ? ? 、??? 。
-5 -
神農図陶弘景図
???????????
?
?
?
?、?????????。
????? ? 。?? 「 」
?
?。??????
?? ????、 ? 。 ???? ? 、
かな技量がうかがわれる。驚峰の着賛を得ている点からも、狩野派の有力な画家の手によるものと推測される。また、本作品は医学に関わる伝説的な人物を描いたものだ 、この三者を合わせて描くの 珍しく、あるいは、制作背景に特別な発注 想定が可能かもしれない。三木家への伝来については不明だが、姫路藩から下賜された可能性も考えられる。
なお、それぞれの賛は下記の通り。
陶弘景図(右幅)「貞白名高術亦鴻/活人心匠施神功/任他南位戦争日/風静山中十八公向陽子題」「仲林」(朱文重郭方印)
神農図(中幅)「得位得名又大徳/百草薬毒笠嘗能識/継天立極功業齢/醤園済民踏誇域向陽子賛」「仲林」(朱文重郭方印)
董奉図(左幅)「百歳董仙猶仕顔/通曹察病死生関/枝頭春意何為間/紅杏圏中日月雨向陽子題」「仲林」(朱文重郭方印)
( 赤 木 )
中林竹洞『春秋山水図」ニ
絹本着色、各一コ二・二×四一・九個
中林竹洞(一七七六
1
一八五三)は、尾張に生まれ、京都に出て文人画
家として重きを成した。
本作は左幅には春の、
竹洞山人寓」、右幅には
右幅には秋の情景を描く。左幅には「高山流水/ご峯老人童法/天保戊戊春二月/寓於/高山草
堂/竹桐山人」とする落款がある。いずれも「成昌之印」(白文方印)、「字伯明」(白文方印)の二頼の印章 捺される。右幅の落款から、天保九年(一八三八)に制作されたことがわかる。竹洞六十三歳である。山なみを交差させ縦方向へ積み重ねる構図は共通するが、配色および樹
木の描き方などで異なる季節感を巧みに演出してい 左 では、黄土色の山肌 上に青色と緑色を重ね、さわやかな春の新緑を表現している。また、上方の山には白 桃 の花を咲かせる樹木を描き込むことで画面に華やかさが添えられ、画面手前の樹木は幹 画面向かって左方向へうねるように伸ばし生命力を感じさせる。
さて、「高山流水」とは、音楽のすぐれてたくみなことのたとえである。
むかし、伯牙は善く琴を鼓し、鐘子期は善く琴の立日を鑑賞した。伯牙が高山を想って琴を鼓すると鐘子期は峨々たる高山の如しと評し、流水 想って鼓すると洋々たる流水の如しと評 た故事に基づ 。よって、画面下方で水辺に腰を下ろし、上方を眺める桃色の衣を着た人物 、春の山中で伯牙の琴の音に耳を傾ける鐘子期と捉えることが可能であろう
対して右幅では青色および緑色はほとんど使用されず、黄土色、あるい
は茶系の淡彩を用いる。また 近景の木々 幹は垂直 生え、業もそれほど描かれない。東屋が描かれるものの、人の姿はなく、閑散とし 情景を強調している。なお、落款 ご峯老人董法」と記 れていることから一峯老人、すなわち中国の文人画家で元末四大家 一人)黄公望( 二六九1
一三五四?)の画法に倣ったことがわかる。
ところで「高山草堂」と記されているが、この言葉が指す ころは、作
画の十四年後、弘化二年(一八四五)に竹洞自身によって記された、同家所蔵の書幅「高山草堂記」に詳しく述べられてい 。これによれば 北宋時代の画家、李公麟は龍眠山荘園を描 て 唐代の王維がそ 山荘を描い
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と本図の妓法が近いという。竹田は京都に遊学して正当な中国画法の研究を始め、宋元はもとより明滑にいたるまで諸大家を学習した。なかでも山水・人物は明の沈周(一四二七
1
一 五
O
九年)や唐寅(一四七
01
一 五 二
三年)の作品に傾倒したと言われ、晩年においても、再び沈周の様式に接近し、「乾坤一草亭 」のような濃墨を用 強い筆触の作品を手掛けている。本図のように、近景の中央に樹木を配置し左下から左上に折れ曲がるように余白をとって遠山につなぐ構成方法は、「乾坤一草亭図」 通じるものがある。
自賛に「弾葉須要詩情主宥古人飛欽之意喜怒哀楽/之所見端也及有情斯
者是撃
H
情倶肖乃為有曲/然必讃書論世爾雅温文始能奥古人之情相沿故弾
高/山則得雲逸致鼓秋水思詩其幽思舎而通之無曲弾/不勿若夫薩窮策以値手入弄気味与古遺失/竹田外史憲画併録」とあり、白文方印「富民楽外」を 捺 す 。
小竹の賛は「数日前見清人画山水全幅用石今三面之/妓法今観此幅亦然
外史於詩童必有所接是/其所以為文人跡重乎友人小竹散人弼書 で、白文方印「弼之印」、さらに引首に朱 円印「 楽」を用いる。また 画面右下に朱文円印「播州三木家書画印」 所蔵印が捺され
二重箱の内箱蓋表墨書に「竹田翁疎林平遠図小竹翁賛辞」とあり、蓋裏
墨書には「戊中清私月再観遂容題/錦江釣奥口口」とあり、朱文瓢形印、白文方印(いずれも 文不明)を捺す。
(士口井)
間回米山人「君子一笑図」文化=二年二八一六)
紙本墨画、
一 二 七 ・
O
× 六
0
・ 四 四
同国米山人(一七四四
l
一 八 二
O )
は江戸時代後期の文人画家。名は園、
字は士彦、通称は彦兵衛という。寛政二年(一七九
O )
九月刊行の『浪華
郷友録』の画人の部に名前が記載されていることから、このころすでに画家として活躍していたと考えられる。画は山水・人物を描いた佳品が多いが、懐徳堂の前身のひとつである「含翠堂図」を描いている点も見逃せない。青年期の逸話を掲載し 『播州奇 伝』によると、米山人は播磨国神東郡剣坂村の庄屋安積喜兵次に寄食して勉学し、その縁によって浪華で米屋を開業したという。また伊勢津藩藤堂侯に仕え大坂蔵屋敷留守居役になった経歴があり、その藩邸に設けた函室「正帆」を回能村竹田らが訪れた。ほかにも、『木村兼霞堂日記』 「米屋彦兵衛」「米彦」とし 登場することから、米山人 当時一流の文人墨客と交流していたことが分かる。
本図は、孔の空いた太湖石と竹を組み合わせ竹の下に 匹の犬を描いて
いる。竹は歳寒三友として数えられるほか 、蘭・菊・梅と並んで四のひとつにも数えられる。題の「 笑図」は竹の下に一匹の犬を描いたものを指しており、「笑」の字が竹冠と「犬」 字に似た「天」 う字から成り立つことにちなむという。大きな孔のあ 太湖石のうしろにもうひとつの寿石があり、それぞれ濃淡の墨の筆触を重ね ことで岩披を表現している。ふたつの石の後ろには白描による が上にのび、墨を基調と太湖石と白描の竹が黒白の対比をなしている。この白い竹が画面 清々いよそおいを与え、清澄な空気までをも感じさせる。さらに竹は「祝」と音通し、竹と寿石と組み合わせた本図からは「祝寿」と う吉祥 意味読み取ることができ だろう。奇妙な形の太湖石や斑犬はのびやかな塁線
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